
外国人等の子どもの進路開拓・進路応援事業について

１ 目的 

本県に在住する外国人等の子ども（※）は、近年増加しており、外国人県民の長期

滞在・永住化が進んでいることから、これらの外国人等の子どもが、日本人の子ども

と同様にこの地域で進学・就職し、地域社会の一員として活躍できる環境を整備する

必要がある。 

このため、外国人等の子どもの進学や就職の実態を改めて調査するとともに、外国

人を雇用する企業等へのヒアリング調査などから、これらの子ども達がこの地域で進

学・就職する上で必要となる情報や、保護者や地域の支援者などの参考となる情報を

まとめたガイドブックを作成する。 

※外国人等の子ども：外国籍の親を持つ子ども、国際結婚によって生まれた日本国

籍の子ども、帰化して日本国籍を取得した親の子ども 

２ 事業内容 

（１）企画編集会議の開催 

実地調査及びガイドブックの構成・内容等を検討する会議を開催する。

開催回数：２回（６月、11月）

委  員：５人（学識者、支援者、語学相談員、市町学校教育担当者 等）

（２）進学・就職の実態及び支援に関する調査の実施 

   ア アンケート調査（1,000 件） 

対 象：外国人等の子ども（中高生・不就学）及びその保護者

 方 法：主に学校経由でアンケート調査票（ポルトガル語・フィリピン語・

スペイン語）を送付

   内 容：進学に関して必要な情報、将来の仕事に対する考え、相談相手 等

イ  ヒアリング調査（20件） 

 対 象：外国人等の子ども（高校生）

大学に進学・就職した外国人

外国人を雇用する企業 等

方 法：ヒアリング対象者の母語で実施（対面又はオンライン等）

内 容：子ども→進路選択をする上で必要な情報、役立った支援 等

企 業→外国人等の子どもが希望する仕事に就く上で必要な

条件・資格 等
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（３）外国人等の子ども・保護者向け及び地域の支援者向けガイドブックの作成 

ア 「外国人等の子ども及び保護者向け」編 

内 容：日本の教育制度や試験制度

職業の紹介とそれらの仕事に就くために必要な条件・資格

先輩の進路・就職の事例紹介

言 語：３言語（ポルトガル語・フィリピン語・スペイン語（日本語併記））

イ 「地域の支援者向け」編（日本語） 

内 容：アンケート・ヒアリング調査の結果と考察

外国人等の子どもや保護者が進学や就職に関して特に疑問・不安

に思っていること

外国人等の子どもが進路や就職先を選択する上で支えとなったこと

※ガイドブックは電子データとして作成し、多文化共生推進室ウェブペー

ジに掲載予定

（４）外国人等の子どもの進路開拓・進路応援セミナーの開催 

ア 子ども・保護者向け 

日 時：①2022 年２月６日（日） 午前 10時 30分～正午

    ②2022 年３月 13日（日） 午前 10時 30分～正午 

場 所：①保見交流館

    ②豊田市国際交流協会

対象者：中学生・高校生及び保護者等

内 容：大学進学が決まった高校生の先輩とのトーク、悩み相談等

イ 地域の支援者向け 

日 時：2022 年２月８日（火） 午後３時～午後４時半

方 法：オンライン

対象者：中学校及び高等学校で進路に関わる教員及び支援員、支援団体等

内 容：ガイドブック作成を通して見えてきた課題の説明等






